
 

 

 

＜『中学校学習指導要領』（一部抜粋）＞                 ・・・ Ｐ１ 

 

＜『中学校キャリア教育の手引き』(一部抜粋)＞                 ・・・ Ｐ１ 

 

＜各界が求める人物像＞                                        ・・・ Ｐ１～３ 

〇内閣府「人間力」      〇経産省「社会人基礎力」 

〇厚労省「就職基礎能力」   〇文科省「４領域８能力」、「基礎的・汎用的能力」 

 

＜生徒（学年）の実態＞  〇学年目標                        ・・・ Ｐ３ 

 

＜学年指導をベースとした、成長マインドセット（スライド、学年だより例）＞  

○圧倒的目的意識 スライド一部                 ・・・ Ｐ４～６ 

〇成長（上質）マインドセット スライド一部                  

〇圧倒的目的意識 成長（上質）マインドセット 学年だより    

〇成功？失敗？ スライド一部     

〇やる気の出し方 スライド一部     

 

＜「けテぶれ（小サイクル）」を意識した自律した学習者への転換 ～自学ノート～＞ 

○通信による価値付け例                       ・・・ Ｐ６ 

 

＜「けテぶれ（大サイクル）」を意識した自律した学習者への転換 ～各種テスト～＞ 

○分析例の配付  〇保護者への手紙               ・・・ Ｐ７～９ 

 

＜生徒アンケートから＞                                     ・・・ Ｐ１０～１４ 

○けテぶれ      〇圧倒的目的意識     ○効率と公正      

〇成功？失敗？    〇やる気の出し方     〇その他   

 

＜教員アンケートから＞                        ・・・ P１４ 

 

＜その他取り組み＞                      ・・・ Ｐ１４～１９ 

〇学年文庫          

〇GIGAスクール構想の中でのタブレットの自律的運用 

〇命を大切にする授業 SCによる「認知のゆがみ」講話 

〇黒マスク禁止ルール改正のための生徒会の取り組み 

 

＜参考文献等＞                           ・・・ P１９ 

 

資料編 



資料編 - 1 - 

 

＜『中学校学習指導要領』(一部抜粋)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜『中学校キャリア教育の手引き』（一部抜粋）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜各界が求める人材像＞ 

〇内閣府「人間力」 人間力戦略研究会報告書 webサイトより 

https://www.tfu.ac.jp/students/feature/arpn890000001r3x-att/human.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第４ 生徒の発達の支援】 

１ 生徒の発達を支える指導の充実 

（３）生徒が，学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら，社会的・職業的

自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を身に付けていくことができるよう，特別

活動を要としつつ各教科等の特質に応じて，キャリア教育の充実を図ること。その中

で，生徒が自らの生き方を考え主体的に進路を選択することができるよう，学校の教

育活動全体を通じ，組織的かつ計画的な進路指導を行うこと。 

＜キャリア教育とは？＞ 

一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを

通して、キャリア発達を促す教育。 

＜キャリアとは？（一部抜粋）＞ 

 人が、生涯の中で様々な役割を果たす過程で、自らの役割の価値や自分と役割との関

係を見出していく連なりや積み重ね。 

https://www.tfu.ac.jp/students/feature/arpn890000001r3x-att/human.pdf
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〇経産省「社会人基礎力」  

経済産業省「人生 100年時代の社会人基礎力について」より 

https://www.meti.go.jp/committee/kenkyukai/sansei/jinzairyoku/jinzaizou_wg/pdf/0

07_06_00.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇厚生労働省「就職基礎能力」 厚生労働省 webサイトより 

https://www.mhlw.go.jp/houdou/2006/03/h0310-6a.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.meti.go.jp/committee/kenkyukai/sansei/jinzairyoku/jinzaizou_wg/pdf/007_06_00.pdf
https://www.meti.go.jp/committee/kenkyukai/sansei/jinzairyoku/jinzaizou_wg/pdf/007_06_00.pdf
https://www.mhlw.go.jp/houdou/2006/03/h0310-6a.html
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〇文部科学省「４領域８能力」と「基礎的・汎用的能力」との関り 

 文部科学省『キャリア教育の手引き』より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜生徒（学年）の実態＞ 

 

 

 

〇学年目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「日々成長」が最上位目的。そ

れを達成するための柱が二つ。 

「成長マインドセット」は２年

時、「上質マインドセット」だった

が、イメージしやすいように３年

時から「成長マインドセット」

へ。 

各学級の前面だけで

なく、学年フロアにも

掲示。常に生徒の目に

入るようにしている。 
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＜学年指導をベースとした、成長マインドセットスライド、学年だより例＞ 

 

〇圧倒的目的意識スライド（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇成長（上質）マインドセットスライド（一部） 
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〇圧倒的目的意識 成長（上質）マインドセット 学年だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇成功？失敗？（生徒のアンケート評価 3.29） スライド（一部） 
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〇やる気の出し方（生徒のアンケート評価 3.18） スライド（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜「けテぶれ（小サイクル）」を意識した自律した学習者への転換 ～自学ノート～＞ 

 

〇通信による価値付け 
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＜「けテぶれ（大サイクル）」を意識した自律した学習者への転換 ～各種テスト～＞ 

〇分析例の配付 
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〇保護者への手紙 
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＜生徒アンケートから＞  〇けテぶれ    数値 3.46 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇効率と公正   数値 3.42 

★★★★ 

・課題対応能力をものすごく育成させている あと、自己理解の能力も成長させていると思う。 

・けてぶれを実行して実力テストで点が上がったのではじめてやってよかったと実感した。 

・これをしないとわからないことがそのままになってしまう。 

・けテぶ。で終わってしまわないようにしている。 

・しっかりと自分で考えられるようになった。 

・効率的に勉強できるようになった。 

・最初は効力があまりなくても、続ければ続けるほど得意と苦手がはっきりしてきたから。 

・効率がいいし分からなかったところや苦手なところを見つけられるから。 

・何回も繰り返しワークをといているテストはテストの点数とか上がっていってる。 

・テストを受ける前の自分より成長できる。 

・自分は何が苦手なのか分析し、繰り返し練習するようになった。 

・わかりやすくて簡単で効果のある勉強法だから。 

・テストの分析は、けテぶれがないかぎりやらなかったと思うので役立っていると思います。 

・今までは、課題を早く素早く終わらせようと思っていたけど、けテぶれを意識してやり課題

でも確実に勉強にすることが少しでもできた！ 

・この話を聞いて自学の内容も変わり定期テストでいい点数を取れるようになった。 

・けテぶれは勉強をするときに、効率良く勉強ができる。 

・今まではテストの解き直しをして終わりにしていましたが、テストに出た問題の類似問題で

練習するようになりました。 

・けテぶれをすることにより、自分のできなかったところ理解しそのあとのことにつなげられ

るから。 

・凄く納得のいくやり方だと思います♡。 

・テストの見直しにいつも役立っています。教えてくれて本当に感謝しています。 

・部活でけてぶれをして自分の苦手なところを分析してそれをできるようにする練習に繋げて

いくことができるから。 

・実際にやってみて効果があったため。 

・効率よくできて、勉強の復習予習によく使えた。 

・けテぶれを意識して成績が上がった。 

・分かりやすいし、かてがくでやって成果が出たから。 

・実際にやってから自分の弱点が分かってそこを克服しようとすることで育成されていくんだ

と思う。これをしないとわからないことがそのままになってしまうから。 

・けテぶれをすることによって、自分が今どんな感じかという現状を知ることができているの

でとても役立っています。 

・かてがくに、けテぶれをするようになってから記憶力が上がった気がします。問題を出来る

まで取り組むことで自分の自信にもつながりました。 

・繰り返すことや分析することで、だめな部分が見つかるし、自分を知る機会にもなると思う

から。 
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〇けテぶれ    数値 3.42 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 社会科公民分野での「現代社会の見方や考え方」も一つのマインドセットとして利用。

授業で学習したばかりでもあったので、アンケートの数値が高く出たと考えられる。 

 

〇圧倒的目的意識 数値 3.41 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★★★ 

・常に考えるだけで何事も効率よく、人に公平な対応ができると思う・両方のバラン

スを取りながら世界はできているんだと知ってこれって成り立っているのかなと考

えるようになりました。 

・自己理解の成長になっている。 

・効率と公正がどうすればっていう考えは人の気持ちを考えられるようになりそう。 

・効率が良くても誰か 1人でも不信に感じるなら公平ではないから、しっかりと考え

られた方がいい。 

・自分は公正を基準にやっていたが効率的にみる観点が増えた。 

・効率と公正どちらかに偏るやり方だとあまりいいやり方ではないことがわかった。 

・授業でやった右上の枠の中に入れば役に立ち、左下は最悪。 

・どっちかが欠けてたらだめだから。 

・基礎の公正という面では自分は周りと少しばかり劣っているなと人と接していて思

いました効率の面でも自分はようりょうがよいとは言えないので他の人より少しで

もいいから時間を使ってその人のことを理解するなどのことをしています。 

・手段を多く考えることで最善の答えを導き出せたから。 

・「効率だけ」や「公正だけ」では何をやってもうまくいかないから、それについて考

えることは大切だと思います。 

・効率だけじゃだめなんだと改めてわかることができたから。 

・効率と公正どちらかに偏るやり方だとあまりいいやり方ではないことがわかりまし

た。 

★★★ 

・少数派の意見も大切にしなければいけないと思った。 

★★★★ 

・たまにカテガクを同じ単語を 5回書いたりすることがあり、あまり意味がなかった

時があったけど圧倒的目的意識して、作業からちゃんとしたカテガクにすることが

出来た！たまに塾で解いた過去問をやり直したりした。 

・目的を決めることで最短ルートで目的を達成できるのかなと思ったか 

・部活のメニューを何も考えずにやるより、何を目的としてやっているのか考えてや

ったほうが必ず成長すると思った。 

・意味のある家庭学習を意識して、無駄な余白やわかっている問題の繰り返しなどは

やらずに何回も間違えているところを集中的にやった。 

・目的を意識することで基礎的な部分が成長するとおもう。 
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★★★★ 

・体育祭で圧倒的目的意識を達成して優勝できた。 

・近年、目的の手段化が増えてきていると思うので、定期的に「圧倒的目的意識」の話をして下さると、

みんなが見直すいい機会になると思います。 

・勉強とかに目的があると、集中してやるようになって質もあがるから。 

・圧倒的目的意識を 常に持ち続けて勉強したら、成績がすごくあがったから。 

・常に目的を持ちながら生活できるようになると一人一人の意識が変わる。 

・部活でメニューをこなすだけにならずに目的を持って行動できるから。 

・目的がないと成長する手順が無くなるから…。 

・ずっと言われていることだから自然と考えられるようになってきていて、役立っていると思います。 

・話し合いの時に、目的にそって話し合いを進められているか、と考えられます。 

・テスト勉強のときに圧倒的目的意識をすることで、効率の良い勉強ができていると思います。 

・目的を意識することでその目的を達成するにはどうしたらよいのかを決めることが出来るから。 

・勉強や部活などで手段であったことが目的化になっていたときに、軌道修正ができるから。 

・部活で目的意識をもって取り組むことでためになる練習にすることができたから。 

・部活などで目的を見失わずに練習に取り組めているから。 

・人生を通して利用できると思ったから。 

・目的を意識することで行動の理由を明確にできるから。 

・手段の目的化、カテガクの作業化をしないために圧倒的目的意識はいい。 

・部活で目的を考えながら練習すると上達が早いから。 

・勉強するときにただ問題を解くだけでなく効率を考えて勉強するようになった。 

・何をすればいいかわからない時からの目標の組み立てによく使っている。 

・ただ作業化になるのではなく、それはなんのためにやるのか、やることによってどうなるのかを考える

ことで効果的に効率よくできていると思ったから。 

・部活の例になってしまうんですが、ここを意識しようと思ってやるとできるよう考えてやることが増え

た。 

・目的意識をもつことで、自分が何をすればいいのか、見失わないようになるので効率よく物事を進めら

れると思った。 

・目的があれば、やる気も出るし自分がいまどれくらい勉強とかしてるか意識の違いでやるかやらないか

わかるから。 

★★★ 

・目的がないと人間だれしも途中で何をしているのか、何がしたいのかわからなくなってしまうから。 

・目的に向かって頑張ることで、勝手に身についていくと思う。 

・目的（目標）がないと目指すところがなく、やっている意味がないと思えてしまう。 

・目の前の目標だけではなくその先のことも考えるのはこれから先も役立つと思う。 

・結局何がしたいのか〈？〉みたいのを思い出させてくれるから。 

・目的を持たないのと持つのではモチベが違くなる気がする。 

★★ 

・目的があった方がそれを達成するために頑張れると思うからです。 



資料編 - 13 - 

 

〇成功？失敗？  数値 3.29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇やる気の出し方 数値 3.18 

 

 

 

 

 

★★★★ 

・失敗も成功の基といわれるように成功も失敗も役に立っていると思う。 

・失敗を恐れずに色々なことに挑戦することは大切だと思います。 

・成功しても失敗しても全部自分の成長につながっているということを知れた。 

・基礎のところができなくていつも失敗しちゃったなーと思っていたんですけど失敗

を振り返んないで放置するのが失敗だと知れたので反省できるようになって前向き

になれました。 

・失敗は成功のもと＝失敗すればするだけコツをつかめ成功する。 

・成功や失敗に関わらず、チャレンジすることが多くなった。 

・正しいことだけが成功ではないし、これから先、失敗したと思っても前向きになれ

そうだと思う。 

・失敗してもそのあとが肝心なんだと思えるようになったから。 

・失敗を恐れてはだめなこと知った。 

・成功と失敗は、名前が違うだけで成功だと思います。 

・成功したらとってもうれしいことだし失敗してもどうやったら成功に行けるか考え

て成長すると思う。 

・失敗すると誰でも暗い気持ちになりがちだけど、そうではなく 次どうするかが大

切なんだと思った。失敗することは決して悪いことではなくて自分が成長できるチ

ャンスなんだと考えを改めることができた。 

・失敗してもしないで終わるよりはいいことだと思った。 

★★★ 

・どちらにせよ、挑戦をしているので何もしていないよりは成功に一歩近づいている

から。 

・失敗することによって、失敗したことを成功に導くといった意識をもって練習など

ができ、逆に成功はそれを維持しなければならないのでどちらも努力するのでとて

も役立っていると思います。 

・以前は失敗を恐れてたけど恐れなくなった。 

・成功して得られることもあるし、失敗して得られることもあるから。 

・失敗してもあた立ち上がる人でありたい。 

★★ 

・あまり意味が理解できていなく、わからなかったです。 

★★★★ 

・勉強をしたくない時にとりあえず塾に行って勉強をしてるといつの間にかすごく楽

しくなっていた。 

・確かに、最初は全くやる気が起きなくても一度勉強し始めるとそのままやり進めて

いるから。 
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〇友達考察「ぼっちを恐れるな」 数値 3.16  〇メタ認知       数値 3.16 

〇「分かる」について      数値 3.15  〇殻を破れ！      数値 3.14 

〇心マトリクス         数値 3.13  〇ピンチはチャンス   数値 3.11 

 

＜教員アンケートから＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その他 取り組み＞ 

 

〇学年文庫 

学年文庫として、学年の廊下に本棚を設置し、教員おススメのビジネス書や自己啓発系

の本も置いた。それらの本には、リアルタイムで社会に求められている避妊能力に直結す

る内容も多く、「基礎的・汎用的能力」の育成に役立つと考えられる。 

・とにかく色んな人と話し、意見を聴き、「自分はどう思うか」を考えてと、クラスでよ

く話をしています。特に自分の興味がなさそうなことや、苦手な人との関わりこそ、

拒絶するのではなく、経験していくといいよと伝え、自分自身の考えも伝えるように

しています。 

・部活動で日頃から、技能だけではなく、目標に向かって努力を重ねることとチームの

ために力を発揮することなどを伝えてきました。最高学年になり、より社会性を身に

つけてきました。 

★★★★ 

・勉強をしたくない時にとりあえず塾に行って勉強をしてるといつの間にかすごく楽

しくなっていた。 

・確かに、最初は全くやる気が起きなくても一度勉強し始めるとそのままやり進めて

いるから。 

・今までは勉強もやる気が出ないからという建前で逃げていたのがよくわかり一回試

しに好きな音楽とかを流しながらやり始めてみたら少しだけど効果が出てきた。 

・やりたくないこともいざやってみたら集中できたことが多くあるから。 

・日ごろから練習を頑張ってれば自然とやる気になるから。 

・自分は大のめんどくさがり屋なのでこの話を聞いて勉強に取り組むまでの時間を早

くすることができたから。 

・やる気がすぐに出せないので、気持ちの切り替えをするときによく使っています。 

・テスト前に勉強をいやいやしていたら流れにノってきたことがあった。 

★★★ 

・10分だけでもやろうと始めて 30分以上たっていたことがよくあった。 

・やる気が出ない時こそ何事にも挑戦して行動していきたいと思います。 

・やる気のないときに一回少しでもいいから解ける問題やって集中を高めてからやっ

たら少しでも長く集中して出来た！ 
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・学年文庫に対する生徒アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本を読むことで満足してはいけない。読んだ上で「自分で考える」ことが大切。ドラゴン

桜の桜木も孔子も同じようなことを言ってます。これを忘れないように掲示。 

タイムリーに読ませ

たい本はＰＯＰを付け

て紹介。 

ドラゴン桜２の連載、

ドラマ放映等により、ド

ラゴン桜関連の本が多く

出版されました。生徒の

関心も高く、常に貸し出

し状態が続きました。 

21

36

42

37

0 20 40 60 80 100 120

興味がない

読みたい本がないので読んでいない

読みたい本があるが読んでいない

読みたい本があり読んだことがある

・アホとは戦うなというほんで日常には必ず一人はいる嫌味っぽい奴の対処法がわかり

ました。 

・読んでみようと思っても誰かに取られているから。 

・テレビでドラゴン桜を見て面白かったから読んでみようと思った。 

・これよさそうだなっと思って見てみたら自分の思ってたのとちがかった。 etc… 
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・マインドセットに役立ちそうな学年文庫の例 

 

勉強方法 

『超効率勉強法』  『中高生の勉強あるある。解決します』 

『やってはいけない勉強法』 『ドラゴン桜 人はなぜ学び何を学ぶのか』  

『ドラゴン桜公式副読本 16歳の教科書』 『進化する勉強法』 

『ドラゴン桜と FFS理論が教えてくれる あなたが伸びる学び型』 

 

哲学 

『マンガ老荘の思想』 『最強！のニーチェ入門 幸福になる哲学』 『使える禅』 

『はじめての哲学的思考』 『マンガで読破 ブッダの言葉』 『子ども武士道』 

『漫画版論語と算盤』 『哲学と宗教全史』  

 

人間関係 

『10代の「めんどい」が楽になる本』 『多分、そいつ今頃パフェとか食ってるよ』 

『うつヌケ』 『だめなら逃げてみる』 『お金 2.0』 

 

資産運用 

『14歳からのお金の話』 『おカネの教室』 『お金 2.0』   

『漫画バビロン大富豪の教え』 『お金の増やし方を教えてください』 

 

自己啓発 

『本気の説教』 『なんのために学ぶのか』 『働き方 5.0』  

『13歳からのアート思考』 『人生の勝算』 『革命のファンファーレ』  

『わけるとつなぐ』 『魔法のコンパス』  『シン・ニホン』  

『頭にきてもアホとは戦うな』  『ニュータイプの時代』 

『ついやってしまう体験の作り方』 『トヨタの片付け』 『マンガでみにつくＰＤＣＡ』 

『ハック思考』 『2030 年の世界地図帳』 『天才を殺す凡人』 『ボトムアップ理論』 

『勉強するのは何のため？』 『マンガで分かる世の中のルール』 『戦略図鑑』 

『世界一のプロゲーマーがやってる努力 2.0』 『革命家１００の言葉』 

『世界のエリートはなぜ美意識を鍛えるのか』 『大人はしらない今ない仕事図鑑』 

『自頭力を鍛える』 『マンガで分かる 7つの習慣』 『マンガで分かるサピエンス全史』 

『人生ドラクエ化マニュアル』 『働く理由』 『働き方完全無双』 『怒らない技術』  

『ミライの武器』 『ミライの授業』 『これからの生き方』『賢者の言葉』  

『FACT FULNESS』 『図解モチベーション大百科』 『こども六法』『いのちの食べ方』  
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〇GIGAスクール構想の中でのタブレットの自律的運用 

 

タブレットの運用について、自らを律し、目的に合った使い方をさせることを大前提と

し、持ち帰り等は自由、基本的に自らの責任で管理させる運用を行っている。 

  

 タブレット運用に関しての本校情報担当教諭が作成したパンフレット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇命を大切にする授業 SCによる「ストレスマネジメント」講話 

 

ＳＣと協力し、学年に対し「ストレスマネジメント」に対する講演会を行った。その中

で、「認知の歪み」と言う概念についての話があり、ストレスに対する、対処法を考えるき

っかけとなった生徒も多かった。 

 

 

「タブレットは文房具」が基本。よって、使用を極端

に制限せずに、「正しい使い方をしていこう」をベース

として指導。 
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講話スライド（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「認知の歪み」をキャラクタ

ー化した「ユガミン」。 

『認知療法トレーニングブッ

ク』より 

竹田伸也 遠見書房 

・ユガミンの話を聞いてから、物事に対しての考え方が変わった。 

・自分にも共通している部分があったから、話を聞けてよかった。 

・心が荒れているとき、自分または相手が何に属していてどういう状況なのかわかる。 

・自分の気持ちを理解して生活することが大切だと思った。 

・自分のことを理解する事で、これからのことをよく考える事ができる。 

・自分がどういう状態か理解しようとする気持ちが作れた。 

・自分のユガミンは何なのかを知り、何事もポジティブに考えることが多くなった。 

・人知れぞれ違った心を待っているのでそれを理解することは大切だと思ました。 

 etc… 
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廊下掲示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇黒マスク禁止ルール改正のための生徒会の取り組み 

 

本校では、黒マスク禁止と言うルールを設定していた。R3年度になり、教員からは、「ル

ールを変更しよう」と言う声が上がった。生徒が自分達で主体的に考え、生活を向上させ

ようとする気持ちを大切にさせるため、生徒の意見を吸い上げ、生徒会活動の中で生徒に

よる話し合いの中でルールを変更していく流れを大切に指導を行った。 

結果、生徒総会で「生徒の意見」としてまとめ上げ、学校側に生徒から提案し、その意

見をもとに、先生方が職員会議で検討を行うという形でルールの変更が行われた。 

 

 

＜参考文献＞ 

〇書籍 等 

『けテぶれ宿題革命！』 葛原翔太 著  

『中学校キャリア教育の手引き』 文科省 

『新学習指導要領におけるキャリア教育』 国立教育政策研究所 

『学習意欲の向上を 促すキャリア教育』 国立教育政策研究所 

『キャリア教育を一歩 進める評価』 国立教育政策研究所 

『個々のキャリア発達 を踏まえた“教師”の働きかけ』 国立教育政策研究所 

 

ユガミンについて学年廊下に掲示。対処法として「ツッコミン」を心の中において

おこう。 


